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令和 8年 9月 15日 

各  位 

 

一般社団法人 日本環境アセスメント協会 

研究部会長      森本 尚弘 

セミナー委員会委員長 湯浅 晃一 

 

 

令和 8 年度 第１回公開セミナー開催のご案内 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

今回のセミナーは、当協会研究部会の生物多様性研究会、気候変動研究会、アセス制度・技術

研究会の令和 6年と令和 7 年度の調査研究成果の報告を行うものです。 

各位におかれましてはご多忙とは存じますが、会員、会員外を問わず、お誘い合わせのうえ多数

ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

 

記 

 

１．開催日時：令和 8年 10 月 9日（金） 13:30～17:00 

２．開催方法：現地参加 又は オンライン参加（Zoom） 

※オンライン参加を申し込みいただいた方には、専用 URL と接続方法のご案内をお

送りします。なお、申込者のお名前で接続をお願いします。また、安定的な配信

を行うため、複数接続（一つのアカウントで複数の端末からアクセスする方法）

は禁止します。 

３．定  員：現地参加 60 名（先着順) 

オンライン参加 200名（先着順) 

４．開催場所：アクセア半蔵門貸会議室（千代田区隼町 2-13 US半蔵門ビル 5F） 

※現地参加の方は 13時より会場に入れます。 

５．参 加 費：会員 1,000 円、非会員 5,000円 

※参加費のお支払いは Peatix となります。領収書は Peatix よりダウンロードでき

ます。現地参加の方の交通費は各自ご負担ください。 

６．申 込 み：令和 8年 10 月 2日までに協会ホームページ内申込フォームにてお申込下さい。 

申込みフォーム： https://jeas.org/press/20261009openseminar/  

なお、この公開セミナーは JEAS-CPD制度の認定プログラムです。 

以 上 

 

 

お問合せ先：（一社）日本環境アセスメント協会事務局 

TEL 03-3230-3583、FAX 03-3230-3876 

  

https://jeas.org/press/20261009openseminar/


令和 8 年度 研究部会報告会 次第 

 

 

➢ 開会挨拶    13:30～13:45 

➢ 発  表    13:45～16:45 

➢ 閉会挨拶              16:45～17:00 

 

（１）生物多様性研究会報告（13:45～15:00） 

本研究会では、生物多様性に関する世界的なトレンドや、昨今の環境アセスメントの動向等

を踏まえ、ネイチャーポジティブの実現に向けて、環境アセスメント技術の向上と活用、新た

な社会的課題の解決を目指して研究を行いました。 

今回は、研究成果として、「洋上風力発電事業における生態系予測評価手法の検討」「アセス

メント調査結果の公開・活用についての研究」「リモートセンシング技術による生物多様性情報

の可視化」「ネイチャーポジティブ（NP）価値の評価・見える化」「自然共生サイト認定申請に

係る調査・検討の負担軽減」の５つのテーマについて報告します。 

 

（２）気候変動研究会報告（15:15～15:55） 

本研究会では、昨今顕在化している気候変動に対し、緩和策・適応策といった気候変動対策

について、予測手法・対策技術の環境影響評価への適用性向上に関する研究、適応策と環境影

響評価との関連性について研究を行うとともに、カーボンクレジットの現況と特性を踏まえた

環境影響評価への導入可能性に係る研究を行いました。 

今回は、研究成果として、①ゼロカーボン社会を見据えた「温室効果ガス」の定量的な予測・

評価手法に関する研究、②気候変動適応策の具体化及び環境保全措置・評価手法に関する研究、

③環境影響評価へのカーボンクレジット導入に関する研究について報告します。 

 

（３）アセス制度・技術研究会報告（15:55～16:35） 

本研究会では、環境アセスメント制度の機能である「事業実施に対する環境配慮」と「コミ

ュニケーションによる合意形成」を念頭に、環境アセスメントの基礎知識を習得しつつ、現行

の環境アセスメント制度・技術の様々な課題に対応すべく、制度の拡大・拡充や手法・技術の

応用等に関する調査、研究を行いました。 

今回は、研究成果として、①自主アセスの普及・啓発に向けた研究、②住民への分かりやす

さ向上に関する研究（要約書等の工夫に関する検討、Web 公開のあり方に関する検討の 2 テー

マ）について報告します。 

 

（４）画像認識 AIを用いた断面交通量調査のガイドライン策定に向けた実証実験（16:35～16:45） 

その他の報告事項として、企画部会の企画運営委員会より、「画像認識 AI を用いた断面交通

量調査のガイドライン策定に向けた実証実験」について報告します。 

 

※各発表時間は目安となります。当日の進行状況により、時間が前後する可能性がございますの

で予めご了承ください。 

※開催終了後に現地参加者は開催場所近傍で懇親会がございます。  

 懇親会は任意参加とし、参加者は会費が必要となります。（会員 4,000 円、非会員 5,000 円） 

 


